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央
部
を
本
拠
と
す
る
ル
ー
ム
の
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝

（
一
〇
七
五
-
一
三
〇
八
）
時
代
に
は
墓
碑
銘
を

含
む
、
多
く
の
刻
銘
文
資
料
が
残
っ
て
お
り
、
そ

れ
ら
の
内
容
を
正
確
に
解
読
し
て
手
稿
本
資
料
な

ど
と
対
照
す
る
こ
と
で
詳
細
な
局
地
情
報
を
得
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
各
地
の
ア
ラ
ビ
ア
文
字
刻

銘
文
資
料
を
十
二
-
二
〇
世
紀
の
時
代
状
況
の
変

遷
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
解
読
、
考
察
す
る
こ
と

で
、
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
と
い
う
時
代
の
特
性
を
際
立

た
せ
る
こ
と
も
出
来
る
。
こ
れ
ま
で
の
私
の
研
究

成
果
と
し
て
、
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
は
十
三
世
紀
半
ば

過
ぎ
ま
で
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
の
ハ
リ
ー
フ
ァ
と
の
関

係
を
特
に
重
視
し
、
ス
ル
タ
ー
ン
と
シ
ャ
ー
ハ
ー

ン
シ
ャ
ー
フ
（
諸
王
の
王
）
を
称
号
と
し
、
テ
ュ

ル
ク
系
の
王
朝
で
あ
り
な
が
ら
刻
銘
文
資
料
上
で

は
テ
ュ
ル
ク
と
い
う
語
を
使
用
す
る
こ
と
が
な
か

っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
刻
銘
文
資
料
上
で
ル
ー

ム
の
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
に
特
有
の
支
配
者
称
号
は

「
ふ
た
つ
の
海
の
ス
ル
タ
ー
ン
」
で
あ
り
、
こ
の

称
号
は
一
二
一
六
年
以
降
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
四

人
の
ス
ル
タ
ー
ン
が
使
用
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
刻
銘
文
資
料
上
で
の
使
用
例
を
九
点

確
認
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
ふ
た
つ
の
海
と
は
、

ア
ナ
ト
リ
ア
の
南
北
に
位
置
す
る
黒
海
と
地
中
海

を
意
味
し
、
そ
れ
ま
で
は
海
洋
へ
の
関
心
が
薄
か

っ
た
セ
ル
ジ
ュ
ク
朝
が
海
洋
へ
の
進
出
を
意
図
す

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
点
で
、
後
の

オ
ス
マ
ー
ン
朝
の
海
上
進
出
へ
と
つ
な
が
る
画
期

的
な
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
〇
一
九
年
度
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

二
〇
一
九
年
度
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
は
、

一
一
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
、
京
都
大
学

文
学
部
第
三
講
義
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
で
は
、
田
中
和
子
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
谷
口
淳
一
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶
務
・

編
集
・
会
計
・
後
方
に
関
す
る
報
告
・
審
議
が
な

さ
れ
た
。

庶
務
（
金
澤
周
作
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
役
員

の
交
替
お
よ
び
会
員
数
の
動
向
、
そ
し
て
『
史

林
』
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
化
の
進
行
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
加
え
て
、
四
月
一
八
日
（
土
）
午
後
一
時

よ
り
京
大
文
学
部
第
三
講
義
室
を
会
場
と
し
て
行

う
来
年
度
の
例
会
テ
ー
マ
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と

す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

編
集
（
上
島
享
常
務
理
事
）
か
ら
は
、『
史
林
』

の
刊
行
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

会
計
（
谷
川
穣
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇
一

八
年
度
決
算
お
よ
び
二
〇
一
九
年
度
予
算
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。

広
報
（
塩
出
浩
之
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
例

会
・
大
会
の
た
め
の
ポ
ス
タ
ー
作
成
と
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
管
理
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

以
上
の
報
告
は
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

大
会
で
は
、
次
の
二
本
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

難
波
洋
三
氏

「
弥
生
時
代
の
青
銅
器
の
原
料
金
属
の
流
通
」

井
谷
鋼
造
氏

「
ア
ラ
ビ
ア
文
字
刻
銘
文
資
料
と
セ
ル
ジ
ュ
ク

朝
史
研
究
」

講
演
者
紹
介
と
司
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
吉
井
秀
夫

理
事
と
磯
貝
健
一
理
事
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容

は
本
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

公
開
講
演
の
の
ち
、
金
澤
周
作
理
事
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
て
会
を
終
了
し
た
。

（
文
責

金
澤
周
作
）

史
学
研
究
会
会
則

(二
〇
一
〇
年
一
一
月
二
日
改
正
)

第
一
条

本
会
は
史
学
研
究
会
と
称
す
る
。

第
二
条

本
会
の
事
務
所
を
京
都
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
内
に
置
く
。

第
三
条

本
会
は
広
く
歴
史
に
関
心
を
持
つ
者
が

集
ま
り
、
史
学
・
地
理
学
・
考
古
学
に
関
す
る

研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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第
四
条

本
会
の
事
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
．
総
会
・
大
会
・
例
会
等
の
会
合

2
．
会
誌
『
史
林
』
等
の
発
行

第
五
条

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

理
事
長
一
名
、
理
事
一
五
名
以
上
三
五
名
以
内

（
内
常
務
理
事
四
名
）、
監
事
二
名
、
評
議
員

四
〇
名
以
上
六
〇
名
以
内
、
委
員
若
干
名

第
六
条

役
員
は
理
事
会
及
び
評
議
員
会
に
よ
っ

て
選
出
さ
れ
、
総
会
の
承
認
を
受
け
る
も
の
と

す
る
。
理
事
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統

括
し
、
会
員
総
会
、
理
事
会
及
び
評
議
員
会
を

招
集
す
る
。
理
事
は
理
事
会
を
構
成
し
、
会
務

を
処
理
す
る
。
と
く
に
常
務
理
事
は
、
庶
務
・

編
集
・
会
計
・
広
報
の
各
事
務
を
担
当
す
る
。

監
事
は
会
計
経
理
を
監
査
す
る
。

第
七
条

委
員
は
理
事
長
よ
り
嘱
託
さ
れ
、
編

集
・
庶
務
の
実
務
を
分
掌
す
る
。

第
八
条

役
員
の
任
期
は
、
委
員
（
任
期
一
年
）

を
除
き
、
二
年
と
す
る
。
但
し
、
再
任
を
さ
ま

た
げ
な
い
。

第
九
条

本
会
は
第
三
条
に
掲
げ
た
目
的
に
賛
同

す
る
者
を
も
っ
て
会
員
と
す
る
。
会
員
は
次
の

2
種
類
と
す
る
。

1
．
正
会
員

2
．
学
生
会
員

第
十
条

会
員
は
会
誌
『
史
林
』
の
配
布
を
受
け
、

か
つ
こ
れ
に
投
稿
し
、
ま
た
総
会
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条

会
員
は
、
退
会
届
を
事
務
局
に
提
出

し
、
任
意
に
退
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

会
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
退
会
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
1
）
本
人
が
死
亡
し
、
ま
た
は
会
員
で
あ
る

団
体
が
消
滅
し
た
時

（
2
）
会
費
を
三
年
間
納
入
し
な
い
時

第
十
二
条

会
員
は
、
所
定
の
会
費
一
年
分
を
前

納
す
る
も
の
と
す
る
。
会
費
の
納
入
を
二
年
分

怠
っ
た
時
、
雑
誌
の
送
付
を
停
止
さ
れ
る
。
さ

ら
に
一
年
間
会
費
の
納
入
を
行
わ
な
い
場
合
、

会
員
の
資
格
を
喪
失
す
る
。

第
十
三
条

会
員
が
既
に
納
入
し
た
会
費
は
返
還

し
な
い
。
た
だ
し
一
年
分
を
超
え
て
前
納
し
て

い
る
場
合
に
は
、
一
年
分
を
超
え
る
部
分
を
返

還
す
る
。

第
十
四
条

毎
年
秋
季
に
大
会
を
開
き
、
ま
た
適

宜
例
会
を
開
く
。
会
場
等
は
そ
の
度
に
こ
れ
を

定
め
る
。

第
十
五
条

毎
年
秋
季
に
お
い
て
総
会
を
開
き
、

会
務
の
報
告
を
行
な
い
、
承
認
を
受
け
る
。

第
十
六
条

本
会
の
経
費
は
会
費
、
事
業
収
入
及

び
寄
付
金
を
以
て
支
弁
す
る
。
会
費
は
誌
代
を

以
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

第
十
七
条

本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
に
始
ま
り
、

翌
年
三
月
に
終
わ
る
。

附

則

本
会
則
の
変
更
は
、
会
員
総
会
の
決
議

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

但
し
会
務
執
行
に
必
要
な
細
則
及
び
物
価
変
動

に
基
づ
く
会
費
金
額
の
変
更
は
理
事
会
が
こ
れ

を
行
う
。

『
史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格

本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

論
説

一
段
組
五
四
字
×
一
九
行
の
体
裁
で
、

三
二
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
ノ
ー
ト

二
段
組
二
九
字
×
二
〇
行
の

体
裁
で
、
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
動
向

二
段
組
二
九
字
×
二
〇
行
の
体

裁
で
、
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

史
料
紹
介

二
段
組
二
九
字
×
二
〇
行
の
体

裁
で
、
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

書
評
･論
文
評
二
段
組
、
八
〇
〇
〇
字
以
内

紹
介

三
段
組
、
一
二
〇
〇
字
程
度

◇
原
稿
の
種
類
を
明
示
す
る
こ
と
。

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
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紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
英
文
、
和
文
そ
れ
ぞ
れ
五
語
以
内
の
キ
ー
ワ
ー

ド
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
」（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

付
の
こ
と
。「
要
約
」
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

が
決
定
し
た
時
点
で
、「
欧
文
要
約
」（
六
〇
〇

〜
八
〇
〇
語
程
度
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、

英
文
要
約
に
限
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に

も
応
じ
る
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
投
稿
に
際
し
て
は
、（
1
）
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

一
部
も
し
く
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
、
お
よ
び

（
2
）
電
子
デ
ー
タ
を
送
付
す
る
。
電
子
デ
ー

タ
に
関
す
る
詳
細
は
下
記
「
補
足
」
の
〈
電
子

デ
ー
タ
作
成
要
領
〉
を
参
照
。
電
子
デ
ー
タ
を

準
備
で
き
な
い
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局

ま
で
連
絡
す
る
こ
と
。

◇
図
版
を
用
い
る
場
合
は
、
下
記
｢補
足
｣の
〈
図

版
作
成
要
領
〉
に
従
って
作
成
、
添
付
す
る
こ
と
。

※
注
意
：
編
集
委
員
会
に
お
い
て
、
印
刷
技
術
上
、

図
版
の
修
正
や
特
殊
活
字
の
作
成
を
要
す
る
と

判
断
し
、
こ
れ
を
業
者
に
委
託
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
経
費
の
一
部
、
数
千
円
〜
数
万
円
を
負
担
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解
下
さ
い
。

◇
原
稿
の
採
否
は
、
査
読
審
査
を
経
て
編
集
委
員

会
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

送
り
先
：
史
林
編
集
委
員
会

〒
六
〇
六

-八
五
〇
一

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

史
学
研
究
会

『
史
林
』
投
稿
規
定
「
補
足
」

〈
電
子
デ
ー
タ
作
成
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
、
Ｃ

Ｄ
-Ｒ
、
Ｃ
Ｄ
-Ｒ
Ｗ
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ

モ
リ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
保
存
し
て
郵
送
す
る

こ
と
を
原
則
と
す
る
。
郵
送
に
不
便
が
あ
る
な

ど
の
事
由
で
、
メ
ー
ル
に
よ
る
投
稿
を
希
望
す

る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
に
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
。

・
本
文
の
電
子
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

ワ
ー
ド
、
一
太
郎
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
い

ず
れ
か
の
形
式
で
保
存
し
、
保
存
形
式
（
Ｏ
Ｓ

お
よ
び
使
用
ソ
フ
ト
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
図
版
に
電
子
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

300dpi以
上
の
解
像
度
と
す
る
。
ソ
フ
ト

（
Illustratorや
Photoshop
な
ど
）
や
バ
ー
ジ

ョン
に
つい
て
事
前
に
照
会
・
確
認
を
す
る
こ
と
。

〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
本
文
原
稿
中
に
図
版
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

こ
と
。

・
仕
上
寸
法
は
、
最
大
で
170
㎜
×
110
㎜
（
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
込
み
）
と
す
る
こ
と
。

・
図
お
よ
び
写
真
は
、
仕
上
寸
法
の
2
倍
（
面
積

4
倍
）
程
度
で
作
成
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記

す
る
こ
と
。

・
図
は
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ

ン
ト
紙
な
ど
に
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く

こ
と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
一
定
に
保
つ
た

め
、
製
図
用
ペン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
図
中
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

の
で
、
鉛
筆
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン

グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を

書
き
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ
タ

リ
ン
グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付
け
る

場
合
は
、
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す
る
こ
と
。

・
写
真
は
、
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
な
お
、
巻
頭

に
ア
ー
ト
紙
で
印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場

合
は
、
割
付
・
仕
上
等
は
編
集
委
員
会
で
調
整

す
る
。
そ
の
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

・
表
は
、
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
字
数
や
表
現
法

を
工
夫
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る
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場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た

体
裁
を
整
え
る
こ
と
。

※
注
意

図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者

に
修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正

し
ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）。

〈
論
文
等
の
電
子
的
公
開
に
つ
い
て
〉

・
著
作
権
法
第
二
一
条
〜
第
二
八
条
に
定
め
ら
れ

た
著
作
権
を
史
学
研
究
会
に
委
譲
す
る
こ
と
に

同
意
す
る
も
の
と
す
る
。（
第
二
一
条
は
複
製

権
、
第
二
三
条
は
公
衆
送
信
権
に
関
す
る
も

の
。）
た
だ
し
、
著
者
が
論
文
等
を
任
意
の

サ
ー
バ
ー
に
機
関
レ
ポ
ジ
ト
リ
等
を
使
っ
て
公

表
す
る
場
合
、
以
下
の
条
件
を
満
た
す
限
り
に

お
い
て
、
本
会
は
著
者
が
委
譲
し
た
著
作
権
の

行
使
を
認
め
、
本
会
への
承
諾
伺
い
も
不
要
と
す
る
。

イ
)
『
史
林
』
の
版
面
を
そ
の
ま
ま
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ

ァ
イ
ル
な
ど
に
し
て
公
開
す
る
場
合
は
、
掲

載
誌
刊
行
後
、
二
年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

ロ
)
論
文
の
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

ハ
)
営
利
目
的
で
な
い
こ
と
。

（
二
〇
一
九
年
一
一
月
改
定
）

編
集
後
記

『
史
林
』
第
一
〇
三
巻
第
一
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
も
早
々
、
新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
世
界
的
規
模
で
問
題
と
な
り
、
各
種
メ
デ
ィ

ア
で
連
日
報
道
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
を
み
る
に
つ
け
、

本
特
集
号
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
病
」
と
私
た
ち
人

類
の
関
わ
り
は
、
単
に
医
学
の
領
域
に
と
ど
ま
ら

ず
、
政
治
、
経
済
、
社
会
的
制
度
、
そ
し
て
、
こ

れ
ら
を
取
り
巻
く
様
々
な
権
力
関
係
に
よ
っ
て
も

規
定
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
こ
と
に
私
た
ち
は
思
い

を
い
た
し
ま
す
。
こ
う
し
た
現
実
を
踏
ま
え
る
と
、

「
病
」
と
は
社
会
の
本
質
を
浮
き
彫
り
に
す
る
存

在
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
本
特
集
号
に
寄
せ
ら
れ
た
、
時
代
、
地

域
と
も
に
多
岐
に
わ
た
る
計
七
本
の
論
考
は
、

「
病
」
と
い
う
問
題
が
い
か
に
人
類
に
と
っ
て
普

遍
的
で
あ
り
、
各
々
が
対
象
と
す
る
社
会
に
関
し

て
、
い
か
に
多
様
な
論
点
を
内
包
し
て
い
る
か
を

私
た
ち
に
提
示
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
点

を
開
示
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
人
文
学
が
な
せ
る

業
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ

ば
、
本
特
集
号
は
、「
病
」
を
め
ぐ
る
問
題
を
通

し
て
、
社
会
に
お
け
る
人
文
学
の
存
在
意
義
に
つ

い
て
も
再
考
を
促
す
契
機
と
も
な
る
は
ず
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
価
値
を
有
す
る
本
特
集
号
が
、

新
型
ウ
イ
ル
ス
が
社
会
を
席
巻
す
る
た
だ
中
に
世

に
出
る
こ
と
は
何
か
の
縁
で
し
ょ
う
。
本
誌
が
多

く
の
方
の
目
に
と
ま
り
、
各
様
に
考
察
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
増
永
理
考
）

二
〇
二
〇
年
一
月
二
五
日
印
刷

二
〇
二
〇
年
一
月
三
一
日
発
行

定
価
二
、〇
〇
〇
円

史

林

第
一
〇
三
巻
第
一
号
（
通
算
第
五
三
九
号
）

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

電

話

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
七
五
）
七
五
三
-
二
七
八
七

発
行
人

史

学

研

究

会

振
替
京
都
〇
一
〇
七
〇
-二
-五
一
五
五
番

理
事
長

田

中

和

子

京
都
市
南
区
上
鳥
羽
藁
田
二
九

印
刷
所

中
村
印
刷
株
式
会
社

◆
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.shigakukenkyukai.jp/index.htm
l
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史
学
研
究
会
例
会
の
お
知
ら
せ

下
記
の
と
お
り
、
史
学
研
究
会
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
ご
来
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

日

時

二
〇
二
〇
年
四
月
一
八
日
（
土
）
午
後
一
時
〜
六
時
一
五
分

場

所

京
都
大
学
文
学
部

新
館
第
三
講
義
室

テ
ー
マ

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

プ
ロ
グ
ラ
ム

開
会
挨
拶

史
学
研
究
会
理
事
長

田
中
和
子

趣
旨
説
明

第
一
部
（
午
後
一
時
一
五
分
〜
三
時
四
〇
分
）

東
村
純
子
「
古
代
日
本
の
布
生
産
と
女
性
」

鍛
治
宏
介
「
江
戸
時
代
祇
園
に
お
け
る
舞
妓
と
遊
女
の
境
界
線
」

前
田
更
子
「
戦
間
期
フ
ラ
ン
ス
の
小
学
校
教
師

ダ
ビ
デ
に
み
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
信
仰
」

第
二
部
（
午
後
四
時
〜
五
時
四
〇
分
）

村
オ
リ
エ
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
郊
外

戦
後
日
本
に
お
け
る
計
画
空
間
の
誕
生
と
そ
の
変
容

」

パ
ク
・
ミ
ギ
ョ
ン
「
六
〇
年
代
の
韓
国
映
画
か
ら
見
る
女
性
幽
霊
表
象
」

全
体
討
論
（
午
後
五
時
四
〇
分
〜
六
時
一
〇
分
）

閉
会
の
挨
拶

京
都
大
学
文
学
研
究
科
歴
史
文
化
学
系
代
表

磯
貝
健
一

※
例
会
終
了
後
に
、
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
午
後
六
時
三
十
分
〜
午
後
八
時
、
参
加
費
一
般
一
〇
〇
〇
円
・
学
生
五
〇
〇
円
、
予
約
不
要
）

史

学

研

究

会
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